
 

 

 大阪シティ信用金庫（本店 大阪市、理事長 髙橋知史）は、千年の歴史を有し、

東京の神田祭、京都の祇園祭と並ぶ三大祭の一つである「天神祭」に、平成元年

から協賛、伝統文化の保存、継承に協力しています。 

当金庫は、同祭を通じて地域の安寧を願い、本店営業部において７月１９日（金）

から、「疫病祓い」の意味を持つ緋色を身につけた「御迎人形（レプリカ）」の

展示や、店舗内外に提灯を吊るなどの飾りつけを行いました。２３日（火）から

は、女性職員はゆかた姿、男性職員ははっぴ姿でお客さまをお迎えしました。 

また、７月２４日（水）には３００年以上の歴史を持ち、天神祭を盛り上げる

獅子舞などを伝承する講社「天神講獅子」が当金庫本店営業部で勇壮な獅子舞を

披露され、また「天神天満花娘」からは口上の披露と平安祈願をいただきました。 

 当金庫は今後も「信頼で地域とつながる」のスローガンのもと、皆さまに愛さ

れ、信頼される金融機関を目指し、伝統文化の保存、継承および地元大阪の発展

に貢献してまいります。 

記 

１．当金庫本店営業部でのイベント 

（１）「御迎人形」展示     ： ７月１９日（金）～２５日（木） 
                     ＊御迎人形のレプリカ１６体を展示 

  （２）店舗内外の装飾      ： ７月１９日（金）～２５日（木） 

  （３）ゆかたやハッピ姿での営業 ： ７月２３日（火）～２５日（木） 

（４）「天神講獅子」のご来店  ： ７月２４日（水）１０時から 
                     ＊獅子舞を披露 

  （５）「天神天満花娘」のご来店 ： ７月２４日（水）１１時から 
    ＊口上、大阪締めを披露 

  ２．協賛など 

  （１）天満橋、天神橋などに多数の奉納提灯を掲出 

  （２）大阪天満宮・天神祭奉納花火に協賛 

  （３）天神祭の生中継番組を提供 

以 上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年６月１２日 

「御迎人形」の展示、ゆかた姿での営業などで天神祭に協力 

～ 「天神講獅子」や「天神天満花娘」もご来店 ～ 

令和６年７月２６日 

 

本件はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の考えに基づいた取り組みのうち、 

右記の目標に寄与するものです。 



 

 

（別紙） 

１．御迎人形 

 

 

 

 

 

 

２．店舗での装飾とゆかたやはっぴ姿での営業 

 

 

 

 

 

３．「天神講獅子」と「天神天満花娘」のご来店 

 

 

 

 

 

 

 

展示の様子 三番叟の人形（手前） 

天神講獅子による勇壮な獅子舞の演舞 

天神天満花娘による平安祈願 


